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承認された９価ワクチンと
接種再開に向けた〝草の根運動″の最近の動き

がん部会担当常務理事：鈴木光明
2020年9月9日

産婦人科医会記者懇談会

9価HPVワクチン（シルガード9）の承認

HPV 16/18/31/33/45/52/58/(6)/(11)
子宮頸がんの約90%カバー

令和2年（2020年）7月21日：

9価HPVワクチン「シルガード®9」が厚生
労働大臣から承認。
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試験のコンセプト：既存の4価ワクチンにも含まれる4つの型（6/11/16/18）については、

抗体価の非劣性を示す

新たに追加した5つの型(31/33/45/52/58)については、疾患予防の

有効性を示す

後期第Ⅱ相/第Ⅲ相無作為化4価HPVワクチン対照二重盲検試験
(国際共同試験/検証的)

9価HPVワクチン（シルガード9）の免疫原性

ーHPV 6/11/16/18の抗体価の非劣性試験ー

シルガード®9 のHPV6/11/16/18型の抗体価はガーダシル® と比較して、非劣性であることが検証された
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HPV31/33/45/52/58型に関連したCIN2/3、AIS、VIN2/3、VaIN2/3の複合発生率

HPV 31/33/45/52/58型に関連したCIN2/3,AIS等の予防効果は97％の高率であった

9価HPVワクチン（シルガード9）の有効性

9価HPVワクチン（シルガード）の安全性

対象：16～26歳の健康な女性14,204人

全集団で認められた重
篤な有害事象の発現率
はシルガード群で0.4％、
ガーダシル群で0.2％。

日本人集団では
シルガード群で0.8％、
ガーダシル群で1.6％。
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9価HPVワクチン（シルガード9）の世界の動向

• 9価HPVワクチン（シルガード9）の承認国：

2014年12月に世界で初めて米国で承認されて以来、2020年3
月時点で80カ国以上で承認。主な承認国は、米国、カナダ、
オーストラリア、ドイツ、イタリアなど。

• 9価HPVワクチン（シルガード9）の海外での定期接種（Free 
Vaccination Program）導入状況：

2020年3月時点で、米国、カナダ、オーストラリアなど35カ
国以上が定期接種として導入。そのうち男性にも推奨してい
る国は20カ国以上。

１ 開催目的
子宮頸がんを予防するHPVワクチンの有効性安全性については、世界中から科学的なエビデンスが発表され、WHOや世界各国の子宮

頸がん予防ガイドラインでは必須の手段とされていているにもかかわらず、本邦では、接種の勧奨が差し控えられているのが現状であ
る。また接種開始後の疫学データも接種を積極的に行っている国では、若年者の頸がんや前がん状態、あるいは将来子宮頸がんのハイ
リスクであるHPV感染者が、ワクチン接種によって減少をはじめているという報告がなされている。
一方、本邦では子宮頸がんの罹患率や死亡率が増加しており、数少ない”頸がん対策後進国”となっており、早急な対策が必要である。

そこで、子宮頸がんは、がんの中でもワクチンの接種により予防することができる数少ないがんの一つであることから、救われる命を
守るため、子宮頸がんワクチンや子宮頸がん検診について、社会の理解促進、醸成を目指すことを目的に、本会と各都道府県産婦人科
医会の共催で、各都道府県単位で順次、正しい情報を広く国民に周知するための国民向け知識普及活動を開催するものである。

２ 活動期間
平成30年４月から平成32年３月までの２年間（延長あり）

３ 対象者
小学生、中学生のお嬢さんを持つ母親など一般、養護教諭、スクールカウンセラー
保健師、医療関係者、自治体関係者、情報関係者など

４ 参加費
原則無料

５ 開催場所
各都道府県

６ 主催・共催
公益社団法人 日本産婦人科医会 及び 各都道府県産婦人科医会

７ 後援

公益社団法人日本医師会
公益社団法人日本産科婦人科学会
公益社団法人日本小児科医会
公益社団法人日本小児科学会
公益社団法人日本看護協会
予防接種推進専門協議会

「子宮頸がんをなくそう！」
―子宮頸がんとワクチンの正しい知識の普及活動―

実 施 要 領
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市民公開講座「子宮頸がんをなくそう！-子宮頸がんとワクチンの正しい知識の普及活動-」日本産婦人科医会

宮城県 2019.２.24（参加者127名（産婦人科医94名・小児科医8名・一般（養護教諭含25名））
山形県 2019.９.８（参加者112名（医師32名、医療従事者19名、学校教職員15名、行政24名、

学生7名、健診センター12名、その他13名 ）
茨城県 2018.５.20（参加者230名（学生62名、医師32名、一般49名 、看護師・保健師・助産師75名、その他）
茨城県 2019.11.12（参加者105名（医師18名、行政33名、学校関係者16名、一般市民38名）
栃木県 2018.11.18（参加者174名（産婦人科医 105名、小児科医 28名、他科 28名、養護教諭 5名、行政 8名）
群馬県 2018.11.３（参加者74名（医師22名、行政9名、一般その他43名）
埼玉県 2018.４.22（参加者207名（養護教諭・行政10数名づつ含）
千葉県 2018.３.２（参加者118名（産婦人科医14名・その他104名）
東京都 2019.４.９（参加者114名（産婦人科医 39名、小児科医4名、他科3名、

医療関係者21名、一般42名、養護教諭1名、行政4名）
神奈川県 2018.10.21（参加者98名（医師、学校関係者、行政、一般等）
山梨県 2019.11.2（参加者62名（医師26名、医療従事者11名、行政関係者11名、市長議員14名）
長野県 2019.９.１（参加者：458名（医療関係者100名、市会議員行政3名、教育関係者5名、

高校生大学生150名、一般200名）
静岡県 2019.３.９（参加者104名（産婦人科医22名、小児科医37名、他科医師3名、

医療関係者・企業22名、その他) ）
石川県 2019.5.26（参加者約100名（産婦人科医17名、小児科医7名、行政2名、学校関係者12名、その他）
福井県 2019.３.９ (参加者85名（産婦人科医10名程度、内科医1名、

行政（健康増進担当者ならびに保健師等7～8割）
香川県 2019.6.1（参加者63名（産婦人科医50名、小児科医8名、行政5名）
福岡県 2019.11.3 （参加者170名（産婦人科医55名、他科９名、看護師・助産師13名、教員４名、その他13名、

行政５名、学生25名）
佐賀県 2019.11.17（参加者176名（医師55名、行政・学校関係者42名、一般79名）
長崎県 2019.11.7（参加者81名（医療関係者６割、一般市民４割）
鹿児島県 2019.2.8（参加者93名（医療関係者72名、行政関係者８名、教育関係者３名、その他10名）

今後の予定：岩手県、福島県（2020.3.15）など

〝小山地区医師会HPVワクチン接種推進プロジェクト”（2019年9月発足）

地区医師会主導で活動開始：個別通知、接種状況の〝見える化″

↓

学校を通じて個別通知配付
（2020年7月）

総人口：約25万人

小山市
下野市
野木町
上三川町

小山地区医師会副会長・佐山雅昭先生（産婦人科）

〝草の根運動″

栃木県小山地区医師会（小山市、下野市、野木町、上三川町）の取り
組み
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栃木県小山市
HPVワクチン予防接種のお知らせを学校配布（2020年6月）

小山市から学校長宛の周知依頼保護者宛のお知らせ文書

個別通知を学校を通じて配布！
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栃木県小山地区（2市2町）HPVワクチン接種実績

→HPVワクチン接種
推進事業開始

小中学校
案内配布

小山地区医師会副会長：佐山雅昭先生提供

〝草の根運動″から見えてきたこと

✓個別通知の実施

いすみ市、那須塩原市など約100自治体

定期接種ワクチンであること、公費負担で接種できることの周知

✓診療科の枠をこえた活動

小山市、静岡県など

医師、アカデミアの一体感醸成、接種機会の増加

✓行政との協働

岡山県、八戸市など

がん予防の啓発活動の活発化、安心感・〝お墨付き″

✓接種状況の〝見える化″

静岡県、小山市など

被接種者の安心感、接種医師のモチベーション喚起

✓学校への協力要請

小山市、那須塩原市

学校を通して個別通知を配布 大きな安心感・〝お墨付き″


